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	大 項 目
	【Ｗｅｂ全般】

	小 項 目
	Ｗｅｂページ閲覧（偽りの情報）

	タイトル
	偽りの情報

	主な対象
	中学校

	ね ら い
	インターネット上の情報はすべてが正しいとは限らないことを知らせ、情報を収集・活用するときには、自己責任を伴うことを理解させる。

	作成の意図
	学校ではよく、調べ学習などで、生徒がインターネット上の情報を収集・活用することがある。しかし、その情報が正しいのか間違っているのかの判断を下すのは容易ではない。生徒は余り意識せずにインターネット上の情報は正しいものと思いこんでいる場合が多い。
そこで、このコンテンツを利用して、Ｗｅｂページに掲載された情報が正しいものであるのかを考えさせることによって、インターネット上にはん濫する情報に対する認識を高めていきたい。

	指導内容
	・ インターネット上の情報はうのみにしてはいけないこと。
· 情報を収集・活用するときは、自己責任を伴うこと。

	展　　開
	1 絵１を見せ、「おかしいと思われるところはどこですか？」と問い掛ける。
· このようなサイトは、Ｗｅｂページ上によく見られるが、その情報が正しいかどうかを判断することは非常に難しいことに気付かせる。

2 絵２を見せ、インターネット上の情報を扱うとき気を付けなければならないことを確認し、情報の収集・活用するときには、自己責任を伴うことを理解させる。
　［確認内容］
· 正しいかどうか、判断のつかない情報には気を付ける。

· 偽りの情報を提供している悪意のあるサイトが存在することを知る。
· インターンネット上の情報はすぐに信じない。複数の情報と照らし合わせる。

· インターネット上の情報を人に知らせるときには注意する。
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